
JAL Wellness 活動報告 

 

実施事業名：JRC Wellness 月間 

実施日：2025 年 10 月 3 日～2025 年 11 月 7 日 

参加会社名：JRC/協力会社 

参加者数：30 名 

 

活動概要：従業員の健康意識向上と生活習慣の改善を目的として、約 1 か月間「Wellness

月間」を実施した。活動開始直後 7 日間と終了直前の 7 日間で 2 種類(体成分分析装置

Inbody380N、体内 AGEs※測定装置 AGEs センサ)の健康機器をレンタルし、従業員が健

康機器を活用することで、自身の健康状態を把握し、日々の健康管理意識を高めることを

目的とした。また、1 か月間、AGEs を減らす効果が期待できるヘルシーメニューを社員

食堂で提供し、健康的な食生活を促進し、従業員の食習慣の改善を支援した。 

 

※
AGEs とは食事などで過剰に摂取した糖とヒトのカラダを主に構成しているタンパク質が結びつくことで体内に生成される物質で、

最終糖化産物（Advanced Glycation Endproducts）と呼ばれている。このタンパク質が糖と結びついて、糖化が進むとタンパク質

は本来の働きができなくなり、カラダの機能に様々な変化が生じる。(出典：株式会社ウエルアップ公式サイト. 

https://wellup.jp/healthcheck/ages.php) 

 

 

所感／参加者の声など 

参加者の多くは、健康機器による測定結果を通じて自身の健康状態を客観的に把握でき、「問

題点が明確になった」「健康意識が高まった」と前向きに受け止めている。特に、体成分分析

や体内 AGEs 測定の導入は、日常生活での運動や食事への意識改革につながったとの声が多く

聞かれた。 

また、ヘルシーメニューについては「味や質が良く満足できた」「野菜やバランスの良い食事

を意識するきっかけになった」という意見が多数寄せられ、食生活改善への効果が感じられ

た。一方で、シフト勤務者にとっては利用機会が限られる点や、メニューにもう少しバリエー

ションや風味の工夫が欲しいとの要望も上がった。 

ウォーキングイベントは案内が遅れたため参加者が集まらず中止となり、告知時期や勤務条件

に配慮したスケジューリングの重要性が指摘された。健康機器の設置場所や測定結果の説明に

ついても改善の余地があり、よりわかりやすい運用が求められた。 

総じて、多くの参加者がイベントを健康への意識向上の良い機会と受け止めており、継続開催

とプログラムの充実を望む声が大きい。今後は案内のタイミング改善や多様なニーズに応じた

内容の拡充が課題となっている。 

 



【イベントポスター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康機器レンタル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヘルシーメニュー】※一部抜粋 

体成分分析装置 Inbody380N 体内 AGEs 測定装置 AGEs センサ 


